
２７年度相談役・役員２０名各位  

 ○写  委 員 

 
 
 
 

  逆瀬台小学校区まちづくり協議会「ゆずり葉コミュニティ」 

      １２月度役員会開催のお知らせ（ご案内） 
 

ご多忙のところ、万障繰合わせの上ご出席の程、よろしくお願いします。 

 

日 時：平成２７年１２月６日（日） １０：００～１２：００ 

場 所：逆瀬台小学校内 「ゆずり葉コミュニティルーム」 

 

≪ 議  題 ≫ 

報  告 

(1) 10/5(日)「10月度役員会」「校区福祉ネットワーク会議」会議録について(鬼頭書記) 

    資料 １～３／６頁 

(2) 11/5(水)「まちづくり協議会代表者交流会」報告について    （活動局長） 

    資料 ４～５／６頁 

(3) 社協「第６次地域福祉推進計画」について              (会長) 

    資料 ６／６頁 

(4) 12/23(水･祝)「第１１回宝塚ハーフマラソン大会」従事ボランティアについて （会長） 

(5) 1/1 付発行の「ゆずり葉だより」新春第８２号について       (事務局長） 

    引き取り⇒12/20(日)………(12/16(水)午後には用意しています)    

 議  案 

  (1) 平成２８年度会長の選出について                  (会長） 

 その他事項について 

  

以  上 

 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会
「ゆずり葉コミュニティ」

会長 中 村 一 雄  
TEL ７２－５６４４ 

平成２７年１１月２７日



平成 27 年 10 月 4 日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

「ゆずり葉コミュニテイ」 

書記 鬼頭 勝 

 

「平成 27 年 10 月度役員会」議事録 

 
日時    平成 27 年 10 月 4 日（日） 11：20～12：45 

場所    ゆずり葉コミュニテイルーム 

出席者   議決権者  中村、千秋、石谷、由利、古泉、谷河原、大河内、能瀬、八木、

斎藤、安積、山川、安木、外山、栗山、石丸、鬼頭   

      非議決権者 黄地、ゆずり葉会（大西彩、大西美、岡本、東） 

                 

 ＜ 議題 ＞ 

 

ゆずり葉まつり（10/18）についての最終確認 

役員会開始前に、岡本ゆづり葉まつり部部長より、当日配布の資料に基づき、ゆずり葉まつ

りのタイムスケジュールの説明と、コミュニテイに対する依頼事項を、各自治会毎に確認し、

了承された。又、掲示用ポスターも配布。一部は後日配布となる。 

又、綿菓子販売について討議がなされ、ゆずり葉会の保険を利用、材料もゆずり葉が支給、

売り上げもゆずり葉会に渡すことで合意した。 

 

報告 

（1）8/2（日）定時役員会議事録について 

中村会長から、上記議事録については資料 3～4／13 頁に記載の通りであり、問題な

いと思うので説明は省略したい旨申し出があり了承された。 

（2）9/3（水）「まちづくり協議会代表者交流会」議事録について 

千秋活動局長から、上記議事録については資料 5～8/13 頁に記載の通りであり 

説明は省略。 

（3） 一時避難所＆災害時協力井戸について 

千秋活動局長から、資料 9～10/13 頁に基づいて、地元の施設を利用する宝塚市の新

しい災害対応策の説明があった。 

（4） 白瀬川ブロックのＷＳ・高齢者の見守り、災害時の避難、地域創生 

千秋活動局長から、資料 11/13 頁を使って、白瀬川ブロックが開催した「見守り・

災害」に関するＷＳの活動報告があった。 
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（5） 9/13（日）「あらゆる危険から自分を守ろう」講習会について 

千秋活動局長から、資料 12/13 頁を使って、宝塚警察に依頼して多発する詐欺事件

や自転車事故、万一を考えて保険の必要性等についての講習会を白瀬川ブロックが

開催した旨の報告があった。 

（6） 宝塚ゴルフ場で自治会合同避難訓練について 

石谷事務局長から、11/16（月）10 時から、宝塚市、警察、消防に了解の下、白瀬川

ブロック住民による避難訓練を、新設した非常時入口を利用して行う事。国に申請

していたエアーテント購入事業が今年度は認められなかったことの報告があった。 

（7） 宝塚ホテルの跡地開発について 

中村会長から、資料 13/13 頁に基づいて宝塚第一小学校区まちづくり協議会、西山、

末広、逆瀬台連名で、宝塚ホテル跡地開発に関する請願書が出された旨の情報提供

があった。 

（8） 1/1 付発行の「ゆづり葉だより」新春第 82 号について 

石谷事務局長から、原稿締め切りが 11/16 である事と、同号の引取りが 12/20（日）

10 時～11 時 となる旨の説明があり、了承された。 

 

                                     以上 
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平成 27 年 10 月 4 日 

逆瀬台小学校区まちづくり協議会 

「ゆずり葉コミュニテイ」 

書記 鬼頭 勝 

 
逆小校区「福祉ネットワーク会議」会議録 

 

日 時 ： 平成 27 年 10 月 4 日 10：00～11：20 

場 所 ： ゆずり葉コミュニテイルーム 

出席者 ： 中村、千秋、石谷、由利、古泉、谷川原、安木、黄地、能瀬、八木、斎藤、 

（順不同） 大河内、栗山、外山、石丸、安積、山川、鬼頭、戸田、大西(彩)、大西(美)、 

岡本、東、大関、森川 （２５名） 

 

内 容 

1. 紹介 中村会長から、アヴェルデの外山氏及びコミュニテイの役員以外の紹介があった。 

2．挨拶 中村会長から、「福祉ネットワーク会議」開催に当たり、ゆずり葉だより 80 号、

81 号を使って、ゆずり葉コミュニテイの組織、活動内容についての説明があり、

当地区の高齢化は市内でもダントツに高い（43％超）が、介護認定率は低い。ハ

イキング、卓球、カラオケ、サロン活動等、コミュニテイとして積極的に健康作

りに注力している成果だとの話があった。 

2. 研修会 

講話：宝塚市社会福祉協議会西地区担当の大関さんから、「福祉ネットワーク会議とは」

と題して、会議の内容・目的、他校区の事例説明があり、続いて地域包括支援セ

ンターの森川さんから介護保険制度の仕組み、申請の仕方、利用できるサービス

等についての説明があった。再度、大関さんから、本日の主要テーマである「介

護保険改正の目指す処と改正のポイント」を配布資料に従って解説があった。短

時間の説明では非常に分りづらく消化不良の感じがした。国の方針は決定して

いるが、それを受けての宝塚市の方針が未定（検討中）なので、現時点では 3 年

後の具体的姿は見えてこず、行政に対する不満と不安が残った。 

 

 

以上 
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宝塚市まちづくり協議会代表者交流会(平成２７年度・第３回) 報告 
 

 

日  時   平成２７年１１月１１日（水）14：00～16：00 

場  所   宝塚上下水道局３階 第一会議室 

 

出席者    まちづくり協議会（２０） 

市民協働推進課 梶原課長、吉岡係長、川上 

 

議事概要（要旨）  

○梶原課長より、仁川まちづくり協議会代表者の交代について紹介がありました。 

 

１． 宝塚市の行政について 

①総務部 

○森本部長より資料に基づき説明がありました。 

（Q）市職員の給与が高いと聞くが本当か。（一小） 

（A）市議会等でも意見が挙がっている。国家公務員の給与との比較の兼ね合いもある。

取立てて本市の給与が高いとは認識していない。 

 

（Q）人事制度に関することについて。コンプライアンスや、内部通報制度等はあるのか。 

（すえなり） 

（A）市としては、職員研修として公務員倫理の啓発等を行っている。他にも公職者要望

等記録制度や、公益通報者保護制度がある。公益通報者保護制度は、不適切な職務を

行う職員がいる場合、相談員に通報するものであり、過去に何例か改善された。 

 

（Q）新任職員研修について。現在は自治会長への訪問だけということだが、まち協代表

者へも訪問してはどうか。（長尾） 

（A）研修担当と検討する。 

 

（Q）マイナンバーについてもっとＰＲするべきではないか。 

（A）検討する。 

 

②都市安全部 

○山中危機管理監、足立室長より資料に基づき説明がありました。 

（Q）ＮＴＮ跡地の道路はどうなるのか。（高司・末成・末広） 

     （A）政策推進課から連絡する。 

 

 

２． まちづくり協議会運営のあり方（地域団体との協働について） 

○『宝塚市協働の指針～これが協働やったんや！～の心』と題して、高司久米会長、ひば

り熊澤会長よりお話がありました。 

  

 久米会長：平成２３年に行われたワークショップで宝塚市の現状や将来について話し合

ったが、不満やどうしたらいいのかわからないという意見が多くあった。宝塚

市第５次総合計画の一項である「共生のまちづくり」が元となり、協働の精神

や協働のまちづくりの形態をどうすれば良いかを考えたときに、協働の指針策
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定委員会が発足した。自治会やまち協などで活動されている人は以前から活動

されているが、活動していない人はどういう気持ちなのか。不参加の人が多す

ぎるのでは。もっと多くの人が参加するためには、市民の発意から輪を広げて

自治会、まち協とも話し合ってみる必要があるのではないか。一緒に汗をかき、

結果を作り、評価を分かちあい、お互いに聞きあうという気持ちや、出た意見

を批判しないこと、知り合うことが必要ではないか。 

 

 熊澤会長：「協働」という言葉は比較的新しい言葉ではなく、まち協ができた時からあっ

た言葉である。地域の問題は地域でなければ分からない。市と市民が一緒にな

って行う仕組みが必要となるのではないか。宝塚市は土地柄から人材が豊富で

あるので、そのような方々の協力を得られるような仕組みづくりが求められる。 

 

（Q）協働に興味がある。人材を活かす仕組みをつくっているのか。（すみれ） 

 （A）仕組みづくりはこれから。協働のまちづくり促進委員会を立ち上げ、19名の委員が

話し合いを行っている。 

 

 （Q）住民税を払っているから何でも行政がするべきだという、自治会・コミュニティ不

要論を持つ市民がいる。その点については話し合われているのか。 

 （A）まだそこまで至っていない。 

 

３． 他のまち協に聞いてみたい事 

 ○時間の都合上、下記のテーマは次回の交流会で話し合われることとなりました。 

  地域の見守りでどのような事を行っているのか（コミュニティすみれ） 

  

４． 市からのお知らせ 

（１）セーフティネット会議の報告→宝小喜多座長が出席された会議の報告がありました。 

（２）市民活動支援講座のご案内→宝塚ＮＰＯセンターより講座の案内がありました。 

（３）ＦＭたからづか出演の順番→吉岡係長より出演依頼の説明がありました。 

 

５． 今後の日程 

第４回：日 時      平成２８年１月１３日（水）14 時～16 時 

 場 所      宝塚市上下水道局 第一会議室 

 主なテーマ(案)  地域の見守り活動について 

 

第５回：日 時      平成２８年３月９日（水）14 時～16 時 

    場 所      宝塚市上下水道局 第一会議室 

    主なテーマ(案)  未定 
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